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品質を諮る一一ー忘

由自のぺZシリンてフ
複合油性・40方制 複 合水性・・40万車位〈湖周蒸留水付〉

【特長】 ①高車位の組織内濃度を得①有効滋度が長時間持続し、 1日1図で充分

油性G…お薄紅貯筒交j？~. 性 G·・・町車位制服跡的
結晶（j:.. 10万単位・20万車位結 晶ぺ 0万恩位・20万制

錠 剤－務量産＆私お軟 膏・匂（5凋位〉チユープ入
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l) 抗菌力の節閣は最も廃〈．沼療領販が極めて贋汎

2J 他のサ剤よりも所要侵呉屋は少〈、霞速に高い血中濃度を得る

8）体内組織主勿論、菌液中への浸趨主容記すぺきものあり

u副作用は局んど無〈、尿中にも充分な窓解変を有す

5) f質格低限．周密も他のす殉に.ftし少〈患者に罰する鰹獅寝5溜；主寄れ寸分な唆金な治置

を行い得る

主主 10% 200 励。 1000 各 10普 50菅 末 100]f fiOOlt ii 100鍵 500鍵



正 誤 表

頁 言μ〆~l、 iE 頁 曇硲唱臼ミE 正

31頁両行同 lrwer lower 32頁18ffR tho e those 

31頁7行トl imme sed immersed 32頁19行目 abd minal abdominal 

:31頁7行lI <lain pain 32頁19行目 (2 (2) 

31頁11行f=I compare compared 32頁22行目 inne vated innervated 

31頁2日行間 substa ces subs tarーices 32頁25行自 pai pai旦

31頁29行目 harbly hardly 32頁26符目 01% 0:1% 

綱、 31頁32行自 hese these 32頁30行回 u!ce s ulcers 

32頁 1符目 th re there 32頁34行目 chronic chornic 

32頁12行自 stomach stomach, 32頁35行自 T erefore Therefore 

32頁17行l・I re ults results 32頁犯行問 recur ence recurrence 

32頁18行II VI CUS VISCUS 
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投 稿 規定

0本誌は毎年1月， 3月， 5JL 7月， 9月及びl1月

の1目に発行する．

0本誌予約購読者の原稿を掲載する．

0原稿の長さはおよそ下記の限度とし，辛口女原著には

欧文表題，欧文1'Ji古豪．欧女原著には和文表題及び辛口

女抄録を添附されたい．

原著論文，綜説，臨宋400字詰40枚以内（図表共）

症例報告，研究j]j札 400字詰15枚以内（図表共）

O原稿の当蹄鼠窒へ到着した日附を受付日とする．

0原稿の用語中，間有名詞はすべて固有の文字を，叉

数字はすべて算沼数字を使用し，日本沼化した外国

誇は片かなでかく事．この際「 」は不要．

o~重量の単位は下記の例による

伊U,m, cm, mm, cc, Kg, g, mg, cc, μ, 

%. pH，等

0原稿fj:横曹とし新かなづかL、を用いる事．

0欧'"1(及び欧文抄録はタイプライタ戸で記入されたい

O挿画，曲線等は必ず白紙又は菅線Jj眼紙に墨で清書

L椅入位置を原稿に記入す乙事．

O~I用女献fl.日米に集め，次の例に準ごて記載する．

（氏名） （表題）

Beatsqn, G. T. On the Treatment o_f Inoperable 

（雑誌名）（巻）

Case of Car℃inoma. of the Mamma. Lancet 2 

（頁）（年代）

104 1896 

2宅俄副持皮質ホ凡モンの測定と臨床最新民

単 6,765，昭26.9. 

。伺載料は当分の問実質とし概算ー前払いとする (1頁

J,000円但原著以外のものに就ては3頁までは無籾

とし3頁を超えた分に対しては原著と同じ取扱いと

する．この費用の中には図表・宣言真版等の費用Ii含

まない）

Q！降に早く燭i肢を希望し掲載号を指定される方の掲載

事ヰは右の一割t曽とする．

0執筆者に於て別刷希望の方は，得者専と同時に特に附

言せられたい.10部までは無代進呈し，それ以上Ii

E走資を申し受ける．

Ofij(、続は者尚垂f使で下記に送られたい．

京都市左京区製談院川原町五三

京都大空ヂ’医学部附属病院外科掌教室内

日本外科宝l萌編T卓宗宛

購読規老年G)J庁発行 予約n11,:,;1'1料 γ.600 （怠料不要）何本旅一部頒価 y200. 送料y24.

昭和28年 2 月25日 印 刷

昭和28 ~！＇－ 1 月 1 日iJ!l行

発 行 所

京都市左京阪翠議院’l’Jiff四

事訓 ~f.:151長行者 中 田 寛 治

京都市下京区油 小『？？松原上 Fレ

印刷者 松崎秀雄

京都市下京区i1h小路松原上ル

印刷所 松崎印刷株式会社

京都大学医学部外科学教室

日 本外科 賓 幽編輯室
代表者 荒木 千里

（猪子 ・伊藤両教授記念会）
（振替口腔京都36 9 ］詐）
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外科室幅第22巻，第2号に！京著f:!1i献務

仙 胃液の細胞学的診断（殊に癌細胞）に

就て
杉本雄三

29例の胃癌居者の胃液より76%に癌細胞を検出した

がlff!＿門f,J,f;j;検出率100%なのに反して階門狭窄のらる

ものは低レ.*fil＇法学的に印環細胞寝→豚様 f高型の痕細

胞は他のものより胞休が広く，液泡を作る．骨量子状痛

のものは，細胞全体がしっかり していて，単純繕（肉腫

様様）のは胞体が狭く全体として精小さい．然し伺幾

編 輯後記

本号（土編偶者ヵ：不慣れのため発行が少々遅れた．是

ヵ：非でも発行期日は厳守すると云ろのが始めからの方

針だったこと Lて誠に申訳けなし．併し，幸いに各方

面からの原備が集まって内容が立派なものになったの

は熔しい．号寄せられた原稿を早く発表すると云うこと

も一つの特色として進む積りでらる2・ら，今後もどし

どし持稿していた Yくよう御殿いする．

本誌が園内で広〈読まれて欲しいのは勿論である

が，同時に外人にも読ませたいので，その方向に鋭意

努力して腐る．それで歌文原著も裁きたL、し，欧文抄

録も具体的な内容が判るように少し詳しL、方が宜いの

ではなL、かと思う．外人に読んで貰うため外国語で書

くなどと云にことは余り愉快なこ とでは無いが日木

Bfj 和t28~f. 4 月25日印刷l
昭利28年 5 月 1 日後行

多の疑問がるる．鑑別を要するものは（1）胃潰協の関上

皮細胞（2）呼吸器，食道よりの細胞（3；積物細胞（4）単球で

るるが何れも悪性徴［度がないので鑑別に開難でない．

然し倫筒々に追求すべき問題がおる. 2例の食道癌よ

り1高細闘を検出し， 1例の特発性食道拡張症の持。者を

誤診した．

木設は胃潰揚の癌化の点に将来利用さるべきであ

り，それには筒幾多の難関を通らねばならないと考え

ている．然し反問機細胞の発見を考慮に入れずに細胞

掌的に胃液を検査し，体系付けることも無意義でない

と考えi'.-.

言宮カ：普及して居ない以上，何とも致し方がない． 言葉

ft.悪いが売り込みには或る程度のサF ピスヵ：附き物だ

ろう．研究者たるもの，会話は二の次としても，先ず

欧交で論文を書くのを億劫がらないことが必要ではな

かろうか．

図表の挿入個所其の他にづいて御希望があれば，原

穏にその点を明らかに しておいて裁きたい．大体のこ

とは此方で判断してやって居るが，校E刷になってか

ら申し出られ乙と組替えなどで思わぬ手聞を取るこι
ヵ：ある．

陪築， 消息欄害事を設けよとの声も聞くが，純学術雑

誌と云う建前から，止tれは今脅く宿題にしておきた

い． 木誌の編務方針に関する御意見を多数聞かせてい

-tc＂：けると有難たい． （星野列記）

京都市 左京直聖護院 中町四

編i~lf象主主行者 中 田 寛 治

京都市下京区 •ifft小路松原上 yレ

印刷者 松崎秀雄

京都市下京1笹川l小路松原上ル

印 刷 所 松 崎印刷 株 式会社

京都大学医学部外科学教室

発 行 所 日本外科賓 ~iiJ 編輯室
代友お 荒 木 千 里 i

i猪子・伊藤両教授記念会） ！州

（銀替口座制；36 9 1番） I ，~ 
-- -－一一一一一一一一一一一一一一一一一一通
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投稿規定

( J本誌はi1よ年］月， 3月， 5月， 7月， 9月及び11月

の1日に発行する．

f本誌予約購読者の原稿を掲載する．

0原稿の長さはおよそ下記の限度とし，利文原著に（工

欧文表題，欧文抄録，欧文原著には和文表題及び辛口

"3t..抄録を添附されたI.・．

原著論文， 狩：説，臨床400字詰10枚以内（図表共）

症例報告，研究速報， 400字詰15枚以内（図表共）

、ii京橋の当締結窒へ到着したH附を受付日とする．

0原稿の用籍中，国有名詞はすべて固有の女字を，叉

数字はすべて算用数字を使用L，日本語化した外国

待（士片かなでかく事，この際「 j は~1~瑛．

。数量の単佼は下記の例による

例， m,cm, mm, cc, Kg, g, mg, cc, μ, 

%. pH，等

O原稿は横警とし新かなづかL、を用いる事．

0欧文及び欧女抄録はタイプライターで記入され度い

C挿画，蘭線等は必ず白紙叉fj_青線方眼紙に墨で清菩

し掃入伶置を原稿に記入する事．

昭和28年 6月25日印刷

昭和 28年 7月 1 日後行

I · ~IF日文献は篤末に集め，次の例仁准じて記載する．

（氏名） （表題）
Beatson, G. T, On the Treatment of Inoperable 

（雑誌名）（巻）
Case of Carcinoma of the Mamma. Lancet, 2, 

（頁）（年・代）
104, 1896 

三宅係副ぼ皮質ホJI.モシの測定と臨床最新医

墜 6,765，昭26.9. 

0掲載籾は当分の問実費とし概算前十丸、とする.l頁

1, 000円但！京著J;）外のものに就ては 3頁までは無線

とし 3頁を超えた分に対しては原著主問じ取扱とす

る．この費用中には図表＇￥真版等の費用（ i含まない

（！特：二早く掲載を希望し掲載号を指定される方の掲載

籾は上記1割憎とすゐ．

C執筆者に於て別席I]希望の方は，寄稿と同時に特に附

言せられたい. JO部までは無代進呈し，それ以上は

実費を申し受ける．

0原稿は書留郵便で下記に送られたい．

京都市左京区塑診院川原町五三

京都大学医学部附属病院外科掌教室内

日本外科宝凪縞甥窪宛

京都市左京区翠議院川原町

編I降雪世夜行者 荒 木 千 里

京都市下京P.Ki由小路松原上 Fレ 〆

印刷者 松崎秀 雄

京都市下京区ilh小路松原上 Jレ

印刷所 松崎印刷株式会社

京都大学医学部外科学教室

発行所 日本外科賓画編輯室
代表者 荒木千里 目

（猪子・伊藤両教授記念会） ・i1鶏
（振替口腔京都36 9 1呑） 回一



投稿規定

。本誌は毎年1月， 3月， 5月， 7月， 9月及び11月

の1日に発行する．
' . 

0本誌予約購読者の原稿を掲載する．

0原稿の長さはおよそ下記の限度とし，和文原著作ft

欧文表題，欧文抄録，欧文原著には和文表題及び和

文抄録を添附されたい．

原著論文，綜説，臨床400字詰40枚以内（図表共）

症例報告，研究速報， 400字詰15枚以内（図表共）

O原稿のき詩編輯建へ到着した問附を受付日とする．

0原稿の用籍中，固有名詞はすべて固有の文字を，叉

数字はすぺて算用数字を使用し，日本誇化した外国

~·· 需は片かなでかく事．この際「 Ht不要p

0数量の単位は下記。例による

初U,・m, cm; mm, cc, Kg, g, mg, °C，ん

%. pH，等

O原稿は横曹としi新かなづかL、を用いる：．

0歌文及び欧文抄録Itタイプライターでー記入され度い

O挿画，曲線等は必ず白紙又は青棟方眠紙に墨で清書

し挿入位置を原稿に記入する事．

0図，表，空事実ー等はすべて別紙に記入，若しくは添附

昭和2.8年 8月25日印刷

昭和2・s’年 9月 1 日渡行

573 

し本文中には指入個所のみ指定する事．

O~I用文献は篇末に集め，次の仰jに準じて記載する．

（氏名） （表題）
Beatson, G. T., On the Treatment of Inoperable 

（雑誌名）（巻）
Case of Carcinoma of the Mamma. Lancet, 2, 

（頁）（年代）
104 1896 

’宮
三宅儀， ffiG＇~皮質ホルモyの測定と臨床最新医

掌 6,765，昭26.9. 

0掲載料は当分の問実質とし概算前払いとする． 1頁

1, 000円但原著以外のものに就"1:'ft3頁までは無事事

とし3頁を超えた分に対しては原著と同じ取扱とす

る．この華費用中には図表写真版等の費用は含まない

O特に皐く掲載を希望し掲載号を指定される方の掲捗’

料は上記1割増とする．

0執筆者に於て別刷希望の方は，寄稿と同時に特に附

言せられたい. 10部までは無代進呈し，それ以上は

実質を申し受ける．

0原稿は書留郵便で下記に送られたい．

京都市左京区塑議院川原町五三

京都大学医掌部附属病院外科学教室内

日本外科宝｜函編偶室宛

京都市左京軍基E議院川原町

繍~ヰ重量遊行者 荒 木 千 里

発行所

京都市下京区 ii~ 小路松原上ル

印刷者 松崎 〆秀雄

京都市下京区油小路松原上 yレ

印刷所 松崎印刷様式会社

京都大学医学部外科学教室

日本外科賓匝l編輯室
代表者 荒木，千里

（猪子・伊藤両教捜記念会）
（振替口座京都36 9 1番）
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而も副作用保少、各平2附買域の化1皇位：諸疾患の

治療に対し広範囲に賞用されてし、る。

陶お乳幼兜の中毒性下痢症にロメジン主剤

のfl.方が推奨される。
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